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事前評価票（新規） 

 

（平成２４年８月現在） 

１．課題名 脳科学研究戦略推進プログラム 

     （霊長類モデル動物の普及体制の整備） 

２．開発・事業期間 平成２５年度～平成２９年度 

３．課題概要 

  脳科学研究戦略推進プログラム（平成２０年度～平成２４年度）で開発された遺

伝子発現制御技術や遺伝子改変技術等を活用し、精神・神経疾患の病態を再現する

疾患モデルなど脳科学研究を推進するための基盤として遺伝子改変マーモセット

の普及を図ることが必要であり、供給体制の整備を行うとともに、そのために必要

な技術等の開発を行う。 

 

４．各観点からの評価 

（１）必要性 

  脳の働きや人の心、精神・神経疾患の病態を解明するためには、人で観察される

臨床所見や高次脳機能を実験的に検証できる個体レベルの動物実験が必須である。

マウスやラット等のげっ歯類を用いて開発された実験動物は脳科学研究の進展に

大きく貢献してきたが、ヒトとげっ歯類では脳の構造・機能において異なる点も多

く、脳科学研究の基盤として、霊長類（ここではヒトを除く。以下同じ。）を対象

とした実験動物の開発は不可欠である。 

  脳科学研究推進プログラムにおいてはこれまで、霊長類における遺伝子導入技術

や発生工学的研究手法等を開発することにより、独創性の高いモデル動物の開発を

目指し、研究を進めてきた。その結果、世界で初めて、遺伝子改変マーモセットの

開発や、霊長類において特定の神経伝達の遮断及び選択的・可逆的な遺伝子発現制

御を可能とする技術の開発に成功している。 

  これらの成果は、霊長類において、様々なヒト疾患モデルの作製や、脳科学研究

に有用な神経系の機能を検証できるモデル動物の作製を可能とする大きな成果で

ある。今後、これらの成果を活用して、精神・神経疾患の病態を再現する疾患モデ

ルなど脳科学研究の基盤として多くの研究者が必要とする有用な遺伝子改変マー

モセットを開発し、効率的に作製・普及・供給する体制を整備していくことで、精

神・神経疾患の病態解明、予防・治療法開発や創薬研究、高次脳機能の解明等に貢

献することが期待される。 
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  以上より、脳科学研究を推進するための研究基盤として、本課題の実施が必要で

ある。 

 

（２）有効性 

  近年、長期休職や自殺により大きな社会的負担となっているうつ病をはじめとす

る精神疾患や、生涯にわたり職業生活を困難にする自閉症などの発達障害が増加

し、社会問題となっている。さらに、急速な高齢化社会の進行に伴い、ＱＯＬ（生

活の質）を損ない、介護を要する認知症等の精神・神経疾患も大きな社会問題とな

りつつある。 

本課題の実施により、精神・神経疾患等の疾患モデルが効率的に作製できるよう

になり、それらが多くの研究者に普及する体制が整備されることによって、精神・

神経疾患等の病態解明、その予防・治療法の開発や創薬、高次脳機能の解明等に関

する研究が進むことが想定され、現代社会が直面する様々な問題の解決に向けて脳

科学研究の成果を社会に還元していくことが可能となる。 

  また、これまでに霊長類を対象に開発された遺伝子発現制御技術や遺伝子改変技

術はいずれも世界初の技術であり、今後一層の発展が期待できるものである。 

  

（３）効率性 

  これまでに開発された技術は世界をリードするものであるが、現段階では、遺伝

子改変マーモセットの開発・作製に多くの時間と費用を要するとともに、その作製

効率を踏まえると更なる改善が必要な技術であるなど、課題も多い。 

  本課題の実施により、技術開発を進めて作製効率の向上と低コスト化を図り、脳

科学研究の基盤として、霊長類モデル動物を研究コミュニティに広く普及・供給す

る体制を整備していくことは、革新的な脳科学研究を創出することを可能とするも

のであり、脳科学研究を効率的に推進していく上で重要である。 

  また、本プログラムにおいては、既存課題として、「社会的行動を支える脳基盤

の計測・支援技術の開発」（課題Ｄ）、「心身の健康を維持する脳の分子基盤と環境

因子」（課題Ｅ）、「精神・神経疾患の克服を目指す脳科学研究」（課題Ｆ）の研究開

発拠点が整備されており、これらの研究課題と連携することにより、より早期に精

神・神経疾患の予防・治療法の開発等につながる成果の創出が期待できる。 

 

５．総合評価 

  近年、多くの社会的損失をもたらす精神・神経疾患患者の増加が問題となってき

ており、それらの解決に資する脳科学研究を支える基盤として、人で観察される臨

床所見や高次脳機能を実験的に個体レベルで検証できる霊長類モデル動物の開発
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は不可欠である。これまでに霊長類を対象に開発された遺伝子発現制御技術や遺伝

子改変技術はいずれも世界初の技術であり、今後更に技術開発を進め、精神・神経

疾患の病態を再現する疾患モデルなど脳科学研究の基盤として多く研究者が必要

とする有用な遺伝子改変マーモセットを開発し、効率的に作製・普及・供給する体

制を整備していくことで、精神・神経疾患の病態解明、予防・治療法開発や創薬研

究、高次脳機能の解明等に貢献することが期待されることから、本課題を実施して

いくことが重要である。 

  なお、これらの研究の実施に当たっては、「動物の愛護及び管理に関する法律」「研

究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」等を遵守することが必要で

ある。 
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